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第 4 章 水害時の災害廃棄物処理に関する初動行動等のセミナー 

 

１.業務概要  

（1）業務の目的と概要 

令和３年度に環境省九州地方環境事務所が作成した「水害時の災害廃棄物処理に関する

初動行動等のハンドブック」（以下「初動行動ハンドブック」という。）と、環境省環境再生・

資源循環局災害廃棄物対策室が令和３年３月に改訂した「災害時の一般廃棄物処理に関す

る初動対応の手引き」（以下「初動行動手引き」という。）に基づき、災害時に自治体の災害

廃棄物担当者が取るべき行動を項目ごとに順を追って解説し、発災時の対応力強化を図る

ことを目的とした。 

セミナーは集合形式を基本にオンライン参加も可能として 2 回同じ内容で開催すること

で、参加自治体の参加時期の選択肢を増やして参加自治体の利便性を向上させた。 

 

（2）業務工程  

第１回セミナーを福岡県において令和 4 年 12 月 16 日に、第２回セミナーを宮崎県にお

いて令和 5年 2月 3日に実施した。 

 

図表 4.1-1 セミナー実施日 

回数 開催日時 開催県 

第１回 令和４年 12 月 16 日 13 時～16 時 福岡県 

第２回 令和５年 2月 3日 13時～16 時 宮崎県 

 

図表 4.1-2 実施工程表 

 
  

初動行動等のセミナー

講師・参加者等調整

資料作成

セミナー開催

1月 2月 3月
令和4年 令和5年

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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２.水害時の災害廃棄物処理に関する初動行動等のセミナーの実施 

（1）講師の選定 

初動行動手引き、初動行動ハンドブックの内容について解説、説明を頂くセミナーである

ことから、講師については初動行動手引き、初動行動ハンドブック策定に関わった経験者か

ら担当官と相談の上、図表 4.2-1 の 2 名を選定した。 

 

図表 4.2-1 選定したセミナー講師 

担当部分 氏名 所属 

災害時の一般廃棄物処理に関

する初動対応の手引き解説 
大渡 俊典 

（一財）日本環境衛生センター 

 西日本支局  環境事業部 施設事業課 

水害時の災害廃棄物処理に関

する初動行動等のハンドブッ

ク解説 

本田 泰之 横浜市 人事委員会事務局任用課 
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（2）資料作成 

災害時の災害廃棄物処理に関する初動行動等のセミナー資料を示す。 

 

 ア.初動行動手引き 
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イ. 初動行動ハンドブック 
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（3）会場 

第１回は講師の利便性と会場参加者の交通の便を考慮して、福岡県福岡市の博多駅近郊

の会場にて開催した。 

第２回については、9月に台風による水害に見舞われた宮崎県において、経験を今後に活

かしていただく意図から宮崎県宮崎市内において開催した。 

 

図表 4.2-2 セミナー会場 

第 1 回セミナー会場 

会場所在地 福岡県福岡市博多区博多駅東 1丁目 16-14  

リファレンス駅東ビル 5階 V-4 

第 2 回セミナー会場 

会場所在地 宮崎県宮崎市橘通東 3丁目 1-11 ホテルメリージュ 3階飛翔 

 

 

（4）参加者 

ア.各回参加申し込み 

各回の参加申し込み人数について図表 4.2-3 に示す。 

 

図表 4.2-3 参加申込状況 

回数 
参加希望 

計 
会場 オンライン 

第 1回（福岡） 4 28 32 

第 2 回（宮崎） 9 34 43 

 

イ.県別の参加人数 

開催県での参加者が多くなる傾向であるが、オンラインによる参加が可能となったこと

から、九州全域から一様に参加頂けるようになったと考えられる。また、第 2回目の参加希

望者数が第 1 回目を超過していることから、複数の機会を設定できたことは有効であった

と考えられる。 
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図表 4.2-4 県別参加人数の推移 
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（5）研修会の状況 

各回研修時の状況について図表 4.2-5～4.2-6 に示す。 

図表 4.2-5 初動セミナー１回目実施状況 

 

 

１．セミナー会場全景１ ２．セミナー会場全景２ 

 

 

３．九州地方環境事務所開会あいさつ ４．講演１ 
  

５．講演１動画視聴 ６．講演２ 

  
７．質疑の状況 ８．質疑の状況 
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図表 4.2-6 初動セミナー２回目実施状況 

 

 

１．セミナー会場全景１ ２．セミナー会場全景２ 

  

３．九州地方環境事務所開会あいさつ ４．講演１ 
  

５．講演１動画視聴 ６．講演２ 

 

 

７．質疑の状況 ８．九州地方環境事務所閉会あいさつ 
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第 5 章 水害時の災害廃棄物発生状況 GIS 図化研修会 

１.業務概要  

（1）業務の目的と概要 

各自治体の災害廃棄物担当者を対象に、環境省九州地方環境事務所が令和３年度に作成

した「水害時の災害廃棄物発生状況図化の手引き」（以下「図化の手引き」という。）で示し

た水害時の災害廃棄物発生量を図化する手順を理解し、参加者が自ら図面を作成できるこ

とを目的とする。 

習得すべき内容が多いことから、研修 3回についてステップに分けて研修を行った。第 1

回は GIS に関する基調講演と GIS 使用に関する準備についての内容、第 2 回を図化手引き

内容の研修、第 3回を図化手引き QGIS 応用編内容及びその他の追加内容についての研修を

実施した。また、ステップアップ型の研修であることから、途中参加が困難になりやすいた

め、動画配信サービスを活用して、それまでの内容を途中からでも習得できるようにした。 

 

（2）業務工程  

３回とも福岡県博多駅周辺にて実施した。以下に実施日及び実施工程を示す。 

 

図表 5.1-1 セミナー実施日 

回数 開催日時 会場 

第１回 令和４年9月 21日 10時～14時 30分 
TKP 博多駅筑紫口ビジネスセンター

301 

第２回 令和５年１月 19 日 11 時～16 時 
リファレンス駅東ビル貸会議室  

会議室 I 

第３回 令和５年 2月 8日 11 時～16 時 
リファレンス駅東ビル貸会議室 

会議室 I 

 

図表 5.1-2 実施工程表 

 
  

講師・参加者等調整

資料作成

研修会開催

1月 2月 3月
GIS図化研修会

令和4年 令和5年
6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
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２.水害時の災害廃棄物発生状況 GIS 図化研修会の実施 

（1）研修会構成について 

研修会の各回構成を以下に示す。 

図表 5.2-1 研修会の構成 

回数 開催日時 内容 

第１回 令和４年９月２１日 

基調講演「環境・防災分野への地理空間情報技術の適用」

九州大学 九州大学 大学院 工学研究院 

附属アジア防災研究センター 三谷泰浩教授 

QGIS、地図で見る統計（jSTAT MAP）準備 

第２回 令和５年１月１９日 

災害廃棄物発生量の考え方 

水害による災害廃棄物発生量推計  

QGIS を利用する方法/ｊSTAT MAP を利用する方法 

第３回 令和５年２月８日 
水害による災害廃棄物発生量推計 QGIS 応用編 

その他追加の GIS 利用方法 

 

（2）講師の選定 

本研修会は、GIS 利用による災害対応力の強化が目的であることから、GIS を利用した国

家レジリエンスの強化のテーマの１つである市町村災害対応統合システム開発において、

社会実装責任者として研究を行われている九州大学大学院工学研究院附属アジア防災研究

センター三谷泰浩教授に基調講演を依頼した。 

演題：「環境・防災分野への地理空間情報技術の適用」 

 

（3）研修資料の作成 

研修に使用する資料については以下のように作成した。 

 

ア.作成資料概要 

基調講演を除き、図化の手引き、図化の手引き QGIS 応用編を基に資料を作成した。その

際に、QGIS バージョンアップ、ｊSTAT MAP ユーザーインターフェイスが手引きから更新さ

れている部分については新たに作業状況をスクリーンショット等により取得して資料を作

成し、最新の情報へと更新している。また、第 2回以降の各研修では、使用するデータにつ

いても資料と同時に配布し、可能な限り手順等を研修時に習得できる環境を作ることに努

めた。 

なお、基調講演については講演者である九州大学大学院工学研究院附属アジア防災研究

センター三谷泰浩教授に講演資料提供をお願いした。 
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図表 5.2-2 作成資料の概要 

回数 表題 資料概要 
頁

数 

第１回 

環境・防災分野への地理空

間情報技術の適用 

基調講演資料。九州大学大学院工学研究院

附属アジア防災研究センター三谷泰浩教授

作成。 

86 

QGIS、地図で見る統計

（jSTAT MAP）準備 

水害時の災害廃棄物発生状況図化の手引き

より、 

・QGIS インストールについて 

・GIS データダウンロードについて 

・ｊSTAT MAP 利用者登録等準備について 

51 

第２回 
水害時の災害廃棄物発生

状況図化 第 2回 

水害時の災害廃棄物発生状況図化の手引き

より、 

・QGIS による図化作業 

・ｊSTAT MAP による図化作業 

の災害廃棄物発生量図化部分と追加内容 

93 

第３回 
水害時の災害廃棄物発生

状況図化 第 3回 

水害時の災害廃棄物発生状況図化の手引き

QGIS 応用編より、 

・その他追加内容 

79 

 

イ.研修資料の内容  

資料は、手引きを基本としながら実施すべき項目について作業のスクリーンショットを

用いて、作業の際に選択する項目等をイメージしやすいように追加の図表を導入した。また、

基本的な GIS に関する内容について手引きに図表が無いものについては追加で作成を行っ

た。このことにより、手引きと補完的に使用可能な資料として使用が可能である。 

各回の配布資料については、追加として以下の項目について手引きの増補内容の紹介を

実施している。 
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図表 5.2-3 追加（増補）項目について 

回数 項目 

第 1 回 

・QGIS ダウンロード先の確認 

・「政府統計の総合窓口」のアカウント作成によるメリット紹介 

・「政府統計の総合窓口」のアカウント作成方法の紹介 

第 2 回 

・浸水ランクコードの分けの変更について 

・投影座標系と地理座標系について 

・レイアウトマネージャーによる印刷方法 

・ｊSTAT MAP 上に浸水範囲を水深ランク別で表示する方法 

第 3 回 

・国土数値情報の表示（緊急輸送道路、廃棄物処理施設） 

・GPS データのある写真の表示（プラグイン機能の利用） 

・オフラインでの地図情報使用 

・フィールド計算機の使用法（災害廃棄物の単位面積発生量の計算） 

・フィルタ、空間演算ツールの使用法（浸水範囲の棟数計数） 

・仮置場地点の表示（エクセル表から QGIS への導入） 

・jSTA TMAP を利用したポイントデータ作成 
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１）第 1回研修資料 

QGIS のダウンロード、インストール等 2 回目以降に必要な準備を実施するための方法を

紹介した。また、ダウンロードしたデータについて予備的な加工が必要であることから、加

工手順について解説し第 2 回目以降に研修会の場で GIS ソフトの操作に集中できるように

準備を実施した。 
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２）第 2 回研修資料 

QGIS による災害廃棄物の町丁字での発生量を図化する手法について手引きの手順に沿う

流れでの説明を実施した。同様に jSTA TMAP での図化の手法の説明を実施した。jSTAT MAP

については、ユーザーインターフェイスの更新から手引きとは違う操作画面での資料とな

った。 
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266 
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269 
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２）第 3 回研修資料 

前半に手引き応用編の解説を行い、後半では追加として手引きの内容以外での GIS 利用

法等について解説を行った。 
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（4）参加者 

ア.参加希望者数  

参加希望者数について図表 5.2-4 に示す。 

会場参加者については、自治体の所有するノートパソコンの持ち出しが困難であること

から、会場でノートパソコンの貸し出し等を実施し、会場でもオンライン同様に操作を体験

しながら受講できるように努めた。 

 

図表 5.2-4 参加者数と参加方法一覧 

回数 
参加希望 

会場 Web 

第 1 回 4 35 

第 2 回 5 18 

第 3 回 5 18 

 

 

イ.参加者の地域構成 

県別の参加者数を図表 5.2-5 に示す。 

開催地でのある福岡県の参加者が多い。九州沖縄 8県すべてから参加自治体があり、オン

ライン利用による効果と考えられる。また、「その他」として環境省災害廃棄物対策室から

も参加を頂いた。 

 

図表 5.2-5 県別の各回参加者数 
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（5）研修会の動画配信 

本研修では、ステップアップでの研修を実施することから、途中の研修を受けられなかっ

た場合のフォローアップが課題となったため、九州地方環境事務所が動画配信サービスを

利用して準備した研修内容の動画配信により途中未受講者、新規受講者の参加容易性を高

めるようにした。なお動画は令和５年３月 30 日までの配信となっている 

以下に各動画のタイムスタンプを示す。 

 

第１回水害時の災害廃棄物発生状況 GIS 図化研修会 

１．基調講演「環境・防災分野への地理空間情報技術の適用」 

講師：九州大学 工学府 建設システム工学専攻 地盤学 三谷 泰浩教授 

0:32 講演開始 

1:48 １．「環境問題」と「自然災害」について考える。 

19:34 ２．「情報」の意味と「環境・防災」に「情報」が重要な役割を果たす理由は？ 

34:18 ３．「地理空間情報」と「地理情報システム（GIS）」 

47:08 ４．「地理空間情報」を使って「環境・防災」について考えた事例の紹介 

       ・土地利用の変化と自然災害 

        ～災害を土地利用の変遷の観点から研究した事例～ 

01:11:04    ・Ｇ空間情報を活用した防災 

        ～地理空間情報・GIS を防災技術に活用した事例～ 

01:35:24    ・その他の活用事例 

 

２．QGIS ソフト、jSTAT MAP の下準備、各種データのダウンロード 

1:04 QGIS、地図で見る統計（jSTAT MAP）準備 

9:20 QGIS のインストール 

14:25 地図で見る統計（jSTAT MAP）の準備 

20:34 各種データの準備 フォルダ構成について 

26:12 町・字の境界線図のダウンロード （総務省統計局 ｅStat 国勢調査） 

30:09 洪水浸水想定区域のダウンロード （国土数値情報ダウンロードサービス） 

35:35 町・字毎の世帯数のダウンロード （総務省統計局 ｅStat 国勢調査） 

38:17 世帯数のテキストデータを Excel データへ変換 

 

第２回水害時の災害廃棄物発生状況 GIS 図化研修会 

１．災害廃棄物推計方法について 

0:47 1．災害廃棄物発生量の考え方（環境省原単位） 

5:19   災害廃棄物発生原単位について（浸水深度と発生原単位） 

7:38   災害廃棄物発生原単位について（追加 令和以降の浸水深度） 

11:40    研修会で使用する洪水浸水想定区域データについて 
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２．QGIS 水害による災害廃棄物発生量の推計 ベースマップの設定 

0:20 水害による災害廃棄物発生量推計 QGIS を利用する方法 

5:14 1．QGIS の起動  

    (1)プロジェクトの作成・選択（手引き P.16～） 

6:46  (2)QGIS の画面構成 

8:39  (3)座標系設定（手引き P.18～） 

      投影座標系と地理座標系について 

11:28   座標系の設定 

14:13 1-2.地図利用設定と表示（手引き P.20～）  

1)利用設定（XYZ Tiles） 

16:21   2)地理院タイルの URL 入力 

22:18   3)地図の読み込み（その他の地図） 

24:58  (2)地図の表示 地理院タイルの表示と縮尺設定 

25:52   ※インターネット接続等が困難でベースマップが利用できない場合 

26:44 1-3.QGIS の終了 

30:02 第３回 GIS研修会内容 

 

３．QGIS 町・丁・字別災害廃棄物量の推計 当日資料 P.21～ 

1:11 情報整理 

   1．浸水深データ（洪水浸水想定区域）の読み込みと表示（手引き P.26～） 

     1)データの読み込み 

5:59   2)不透明度の設定（データ読み込み）  

9:42   2)不透明度の設定（操作説明） 

11:29   3)浸水深別の色分け表示（カテゴリ値による定義を使った分類） 

19:35 2．町・丁・字境界線図の表示（手引き P.31～） 

      1)データの読み込み 

22:19   町・丁・字名 を地図上に表示させる方法 

30:02  表示する町・丁・字名の見やすさの調整について（追加）バッファの設定 

32:47 3．１階居住世帯数 の推計（手引き P.37） 

      (1)世帯数データ 

36:00   (2)1 階住居世帯数の推計 

40:44 災害廃棄物発生量 

    1．町・丁・字別災害廃棄物量の推計（手引き P.38～） 

43:36    昨年度作成の手引書からの変更点   

50:48  2．図化用データファイルの作成（手引き P.39～） 

４．QGIS 災害廃棄物発生量の図化と印刷 当日資料 P.42～ 

0:00 災害廃棄物発生量 
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    2.図化用データファイルの作成（手引き P.39～） 

      (1)CSV ファイルの作成  

     (2)CSV ファイルの保存 

1:20  (3)CSVT ファイルの作成 

6:34  これまでのまとめ 

12:26 災害廃棄物発生量の図化と印刷 

     1. 町・丁・字別 災害 廃棄物発生量データと境界線図の結合（手引き P.41～） 

     (1)廃棄物データの読み込み  

17:20  (2)結合 

22:32 2. 発生量の色分け表示（手引き P.45～） 

33:06 3. 印刷（手引き P.48～） 

    (1)画像として書き出し （エクスポート） 

    (2)凡例の作成 

33:39 3. 印刷（追加）レイアウトマネージャーを使用する方法 

 

５．jSTAT MAP による災害廃棄物発生量の図化 

1:37 情報整理 

   0．地理院地図への表示変更 

2:30 1. 町・丁・字境界線図の表示（手引き P.52～） 

    (1)境界線図の登録  

5:20  (2)町・丁・字名の表示 

6:45 図化の手引きからの変更点 

7:25 2. ハザードマップへの町・丁・字境界線図の書き込み（手引き P.54～） 

    (1) 町・丁・字境界線の印刷 

    (2)ハザードマップへの境界線書き込み 

    (2)ハザードマップへの境界線書き込み（追加） 

11:41   ③統計地図作成→統計グラフ作成を選択（浸水想定範囲の色分け） 

14:51 3. 町・丁・字別・住宅種別世帯数データの入手と整理（手引き P.55～） 

     (1) 世帯数データの取得 

16:17    (2)統計グラフの作成 

     (3)データのエクスポート 

     (4)1 階住居世帯数の推計 

    災害廃棄物発生量の推計 

    1. 町・丁・字別災害廃棄物量の推計（手引き P.38～） 

19:33 災害廃棄物発生量の図化と印刷 

   1. 災害廃棄物発生量の図化と印刷（手引き P.59～） 

    (1)ユーザー統計インポート 
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22:31   (2)統計地図作成 

 

第３回水害時の災害廃棄物発生状況 GIS 図化研修会 

１．ジオリファレンサ、基盤地図情報の利用 手引き応用編 P.4～19 

0:00 本日の研修内容の流れ 

応用例１．自治体作成のハザードマップ（画像）を利用する。 

3:58 1. 画像データを利用する手法（ジオリファレンサ）（QGIS 手引き応用編 P.2～）  

5:52 2. 読み込む画像データを準備（jpeg データへの変換） 

11:39 3. ジオリファレンサ操作の追加説明（QGIS のバージョンの違いによる注意） 

13:20 3. ジオリファレンサの実施手順（QGIS 手引き応用編 P.54～） 

16:52    GCP（Ground Control Point）の指定 

24:24    ジオリファレンサの実施 

27:20    GCP の確認と修正（ジオリファレンサの補正）残差（ピクセル） 

応用例２．国土地理院が提供する基盤地図情報を利用する。 

33:09 1. 基盤地図情報の利用（QGIS 手引き応用編 P.11～）  

36:03 2. 基盤地図情報の入手 

42:29 3. 基盤地図情報の表示 

43:40    建築物種別の説明（普通建物、堅ろう建物、普通無壁舎、堅ろう無壁舎） 

47:56    基盤地図情報の xml ファイルをシェープファイルに変換 

      （基盤地図情報ビューア） 

53:11    カテゴリ値により建物種別に色分けする方法 

 

２．GIS ソフト上で利用できる災害廃棄物に係わる無料データ 手引き応用編 P.20 

    応用例３．GIS ソフト上で利用できる災害廃棄物に係わる無料データ 

1:02 1．国土地理院地理院タイル 

4:15 2．国土地理院基盤地図情報サイト 

5:41 3．国土交通省国土数値情報ダウンロード 

8:52 4．総務省統計局ｅStat 地図で見る統計 

10:12 5．QGIS フリーでオープンソースの地理情報システム 

10:45 6．農林水産省 農業集落境界データ 

 

３．国土数値情報の表示、GPS データのある写真の表示、オフラインでの地図情報使

用、フィールド計算機の使用法、仮置場地点の表示 

   1:18 1．国土数値情報の表示（緊急輸送道路、廃棄物処理施設） 

   5:18    QGIS の書式（スタイル）について 

   9:15    QGIS の書式（スタイル）の設定方法 

  13:44    廃棄物処理施設を表示する際の注意点 
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  15:41     使用する座標系について 

  20:21     産業廃棄物処理施設にひも付けされたデータについて 

  22:58    データを重ね合わせることで見えてくるもの 

  27:31 2．GPS データのある写真の表示（プラグイン機能の利用） 

  31:42    プラグイン「ImportPhotos」を使用した写真の取り込み 

  40:14 3．オフラインでの地図情報使用 

  43:26    プロセシングツールボックスからオフライン地図データの作成 

  52:35  4．フィールド計算機の使用法（災害廃棄物の単位面積発生量の計算） 

  55:51    属性テーブルに記載されているデータ 

  58:32    フィールド計算機の実際の操作 

01:07:57 6．仮置場地点の表示（エクセル表から QGIS への導入） 

01:09:43  (1)位置情報の追加 

01:19:09     QGIS 上での緯度経度情報の取得方法         

01:20:59  (2)CSV ファイルファイルの作成 

01:21:36  (3)CSVT ファイルの作成 

01:24:57   (4)QGIS への読み込み（仮置場地点の読み込み） 

01:29:18    QGIS への読み込み実際の操作 

01:30:55    表示させるテキストの文字コードについて（文字化けする場合）  

01:34:13    読み込んだ仮置場位置の書式（スタイル）の設定方法 

 

４．jSTAT MAP を利用したポイントデータ、空間演算ツールの使用法 

  0:00     読み込んだ仮置場位置の書式（スタイル）の設定方法（続き） 

 4:05 7．jSTATMAP を利用したポイントデータ 

        発災時の簡易メモとして地点データを作成する（未管理仮置場） 

13:30    データ分析（エリア到達圏機能）仮置場からの 15 分圏内図示 

23:02    町丁字別の未管理仮置場廃棄物量の集計 

24:14 5．フィルタ、空間演算ツールの使用法（QGIS 浸水範囲の棟数計数） 

      0.5m 未満の浸水想定範囲内にある建物のカウント方法 フィルター操作 

27:47     0.5m 未満の浸水想定範囲内にある建物の切り抜き操作 

30:25     ※無効なジオメトリがあります。と表示される場合の対応 

34:29     建物種別分類とカウント 

35:27     重複データの回避（建物重心点をカウント）  

41:56     本日のおさらい（ジオリファレンサ） 

46:30     本日のおさらい（スタイル機能） 

47:50     本日のおさらい（GPS データのある写真の表示） 

48:51     本日のおさらい（仮置場地点の表示） 
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（6）研修会の状況 

各回研修時の状況について図表 5.2-6～5.2-8 に示す。 

 

図表 5.2-6 ＧＩＳ研修会 1回目実施状況 

第１回 基調講演 

  

１.九州地方環境事務所あいさつ ２.基調講演 

  

３.会場全景１ ４.会場全景２ 

  

５.オンライン参加者の状況１ ６.オンライン参加者の状況２ 
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第１回 後半講習 

  

１.会場全景１ ２.講師説明状況 

  
３.会場参加者の演習状況１ ４.会場参加者の演習状況２ 
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図表 5.2-7 ＧＩＳ研修会２回目実施状況 

第２回  

  

１.九州地方環境事務所あいさつ ２.会場全景１ 

  

３.会場全景２ ４.会場参加者の演習状況 

  

５.オンラインでの演習参加状況 ６.会場参加者からの質問 

 

 

 

  



 

293 

図表 5.2-8 ＧＩＳ研修会３回目実施状況 

第３回  

  
１.オンライン会場 ２.会場全景 

 

 

３.九州地方環境事務所あいさつ ４.オンライン参加状況 

 

 

５.講師説明状況 ６.オンライン参加状況 

 

 

 

 

 

 

 


